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要旨 

 

 近年，アーティストがメンタルヘルス上の問題で，活動を続けられなくなる事例が目立

つようになった。そもそもアーティストの活動は，経済的な保証がない中，先の見えない

努力を自力で続けていくというプレッシャーの大きい仕事である。また，芸術自体が他者

の評価を避けられない性質のものであることから，常に厳しい批判を受ける可能性を秘め

ており，心理的負担は大きい。加えて昨今では，ソーシャルメディアの発達で，匿名の誹

謗中傷にさらされやすいという不安もアーティストのメンタルヘルスに大きな負の影響を

及ぼしている。 

 このような厳しい環境に置かれているにもかかわらず，アーティストのメンタルヘルス

への介入方法は確立されていない。特にメンタルヘルスの悪化を未然に防ぎ，表現活動に

おいて健康な心理状態を維持することができれば，アーティストが活動停止に追い込まれ

ること自体が減少するのではと考える。 

 そこで，本研究では，アーティストに対するコーチングプログラムを開発するとともに，

その効果を介入実験で検証することを目的とした。コーチングにはすでに確立されたさま

ざまな手法があるが，芸術分野という特性上，実利主義的なコーチングではない，アーティ

ストの特徴に即したプログラムが必要である。そのために，研究１では，すでに 10 年以上

プロフェッショナルとして活動している各分野のベテランアーティスト 10 名にインタ

ビュー調査を行い，アーティストが心理的健康を維持したまま，活動できるようになるプ

ロセスを M-GTA を使った質的分析により明らかにした。さらに研究結果を元にアーティ

ストに特化したコーチングプログラム（Coaching Program for Artists :CPA）を作成した。 
 CPA の構成は，①価値を明確にし，ありたい姿を創造するコーチング，②逆境へのプロ

アクティブ・コーピング，③批判から自分を守る心理教育の３つの柱を中心に据えた。M-
GTA 分析の結果得られた「評価にとらわれず自分が本当に表現したいものを作る」という

コア概念を重視し，メンタルヘルスの危機に対して最も有効な羅針盤となるものは自分自

身の価値観であると考えた。価値を明確にするコーチング手法については，アクセプタン

ス＆コミットメントセラピー（ACT）の中核的モデルである「価値に合致したマインドフ

ルな生き方」（Harris, 2009）を参考にした。逆境へのプロアクティブ・コーピングでは，

研究１のインタビューの逐語録からアーティストに特有な逆境場面を選定し，普遍的な表

現にまとめた事例集を作成。事例集を研究協力者に示し，対処をあらかじめ考える方法を

とった。批判から身を守る心理教育では，Neenan ＆ Dryden（2002）の認知行動コーチ

ングを参考に，批判された時の反応を変える方法を学ぶとともに，批判についての心理教

育を行った。 
 研究 2 では，研究協力者の新人アーティストを介入群 10名，統制群 10名に分け，介入

群にはコーチング面接介入，統制群にはセルフコーチングを計 4回行った。その介入前後

の変化を二次元気分尺度，日本語版 Proactive Coping Competence Scale(PCC-J)，自律的

学習動機尺度，Fear of Negative Evaluation Scale（FNE），本来感尺度，追加質問で測定

し，対応のない t 検定もしくは 2 要因について繰返しのある分散分析を行った。 
 その結果，二次元気分尺度の活性度，快適度で介入群の変化量が統制群の変化量より，

有意に大きく，CPA のモチベーション向上効果が示された。また，PCC-J の 4 因子のう
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ち，3 つの因子で介入群が統制群より，得点の変化量が有意に大きく，平均値の変化を見

ても介入群はすべての因子で得点が上がっていた。このことは若手アーティストが，コー

チング面接の介入を通じて、将来的に起きうる逆境に対し，心の準備を十分に整えられた

ことを示す。また，FNE，本来感尺度，追加質問では，両群ともに介入で得点が上昇した

ため，コーチング自体がアーティストのメンタルヘルスに効果的であることが推察された。

一方自律的学習動機尺度では多くの自律的調整項目で天井効果が見られたことから，若手

アーティストの内発的動機は総じて高く，今後の研究においてアーティストの動機づけを

測るための新たな尺度開発の必要性が明らかになった。 
 本研究を通し，CPA はモチベーションの向上やプロアクティブ・コーピングスキルの獲

得に有効であることがわかった。アーティストがコーチとのやりとりの中で，自分の価値

を明確にすることで，物事を決断する上での指針とすることを目指した CPA は，アーティ

ストが道なき道をゆく上での迷いや不安を払拭し，将来に希望を持ち，現在の自分に自信

を持つことを可能とした。の問題である。一方，公平な評価は人のモチベーションを高め，

さらに上のレベルを目指し，経営の安定という結果になる。公正で納得性の高い評価が存

在すれば，社員のモチベーションも維持し続けることができるである。 
ここまで見てきたような人事評価の重要性と評価制度の問題をすると，その問題にたい

して，どのような改善すれば，人事考課制度はより健全できるかは課題である。人事考課

制度が機能不全に陥る理由は何か，企業理念や行動指針と評価要素をどう連動させるか，

公平な評価運用をどう実現するか，私は 
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